
本
件
は
、
６
月
９
日
に
提

案
を
受
け
た
。
平
成
３
０
年

４
月
１
日
、
実
施
に
向
け
て

中
央
本
部
は
、
提
案
内
容
に

お
け
る
疑
問
点
の
解
消
や
提

案
内
容
の
改
善
に
向
け
て
精

力
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。

８
月
３
日
、
本
件
解
明
要

求
の
申
し
入
れ
、
大
き
な
項

目
５
点
、
全
体
の
項
目
３
１

項
目
に
つ
い
て
、
８
月
２
２

日
、
団
体
交
渉
を
お
こ
な
っ

た
。

〈
申
し
入
れ
項
目
〉

１
．
提
案
の
趣
旨
に
つ
い
て

(

４
項
目)

２
．
「
会
社
に
お
け
る
業
務

範
囲
の
拡
大
」
に
つ
い
て

（
１
０
項
目
）

３
．
「
労
働
条
件
の
一
部
変

更
」
に
つ
い
て
（
１
３
項
目
）

４
．
「
実
施
期
日
」
に
つ
い

て
（
２
項
目
）

５
．
そ
の
他
（
２
項
目
）

〈
主
張
ポ
イ
ン
ト
抜
粋
〉

交
渉
の
冒
頭
、
大
橋
業
務

部
長
か
ら
次
の
点
に
つ
い
て

組
合
側
の
強
調
ポ
イ
ン
ト
を

訴
え
た
。

・
本
施
策
の
趣
旨
を
組
合
と

し
て
は
前
向
き
に
理
解
し
て

い
る
。
エ
ル
ダ
ー
雇
用
箇
所

の
拡
大
、
現
場
の
技
術
継
承
、

エ
ル
ダ
ー
全
体
の
労
働
条
件

の
改
善
、
特
に
賃
金
面
の
改

善
は
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
も
の

だ
と
感
じ
て
い
る
。

・
同
一
労
働
同
一
賃
金
を
考

え
れ
ば
、
本
体
エ
ル
ダ
ー
に

対
す
る
抵
抗
は
多
い
が
今
ま

で
地
元
や
同
職
で
働
く
場
所

が
な
か
っ
た
人
に
は
選
択
肢

が
増
え
る
こ
と
は
良
い
事
と

受
け
止
め
て
い
る
。

・
本
年
度
の
エ
ル
ダ
ー
対
象

者
の
説
明
が
遅
れ
て
い
る
。

本
年
度
は
、
現
場
長
が
面
談

を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
会
社
側
の
前
向
き
さ
を

感
じ
る
。
面
談
に
あ
た
っ
て

は
、
き
め
細
や
か
な
面
談
を

通
じ
て
エ
ル
ダ
ー
対
象
者
の

希
望
を
汲
み
取
っ
て
ほ
し
い
。

・
本
体
エ
ル
ダ
ー
の
枠
が
決

ま
っ
て
い
れ
ば
、
明
ら
か
に

し
て
ほ
し
い
。

・
社
員
は
、
地
元
志
向
が
高

い
。

・
当
該
組
合
員
に
は
、
真
摯

に
本
人
希
望
を
正
確
に
伝
え

る
よ
う
に
知
ら
せ
て
い
く
。

・
会
社
側
と
し
て
、
親
身
で

丁
寧
な
面
談
を
速
や
か
に
お

こ
な
っ
て
ほ
し
い
。

〈
会
社
の
ス
タ
ン
ス
〉

・
原
則
、
出
向
は
崩
れ
て
い

な
い
。
（
出
向
エ
ル
ダ
ー
）

・
Ｊ
Ｒ
本
体
で
エ
ル
ダ
ー
再

雇
用
を
ど
の
く
ら
い
の
社
員

が
希
望
す
る
か
は
分
か
ら
な

い
。

・
配
置
要
員
は
、
必
要
と
認

め
る
所
に
エ
ル
ダ
ー
社
員
を

配
置
す
る
こ
と
が
基
本
。

・
エ
ル
ダ
ー
の
労
働
条
件
の

変
更
は
、
会
社
運
営
の
本
気

の
表
れ
で
あ
る
。

・
精
勤
手
当
は
約
３
０
万
円

か
ら
約
１
０
０
万
円
位
に
ア
ッ

プ
す
る
、
こ
れ
か
ら
の
３
０

年
を
考
え
て
、
エ
ル
ダ
ー
社

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
ア
ッ

プ
を
引
き
出
し
た
い
。

・
出
向
エ
ル
ダ
ー
の
所
属
は

支
社
総
務
部
人
事
課
。
本
体

エ
ル
ダ
ー
は
現
場
で
あ
る
。

・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
を
持
っ

て
タ
イ
ム
リ
ー
な
面
談
を
指

導
し
て
い
る
。

・
同
一
労
働
同
一
賃
金
に
つ

い
て
は
、
退
職
時
の
給
与
に

対
し
て
約
５
０
％
以
上
の
エ

ル
ダ
ー
賃
金
に
な
る
。
問
題

に
は
な
ら
な
い
。

イ
ー
ス
ト
と
し
て
提
案

成
功
に
向
け
た
訴
え

・
本
施
策
、
本
交
渉
で
組
合

側
は
、
大
筋
了
解
す
る
。

・
現
在
５
９
才
の
方
の
不
安

解
消
の
為
、
親
身
で
丁
寧
な

面
談
お
願
い
す
る
。

★
会
社
の
誠
意
や
努
力

が
社
員
へ
の
安
心
感
に

つ
な
が
る
。

・
施
策
実
施
に
向
け
て
問
題

が
あ
れ
ば
、
再
度
、
申
し
入

れ
を
す
る
。

〈
会
社
返
答
〉

・
大
筋
、
了
解
。
受
け
賜
っ

た
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、

か
つ
、
丁
寧
な
面
談
を
行
う
。

新
た
な
申
し
入
れ
に
は
答
え

て
い
く
。

細
部
は
、
業
務
速
報
参
照
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ホームページ検索
「ＪＲＥユニオン」

コンセプト 自らを変える!! 明日を創る!!
イースト イノベーション!!

「
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
会
社
に
お
け
る
業
務
範
囲
拡
大
と
労
働

条
件
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
」
【
提
案
～
実
施
に
向
け
て
】

組
合
員
の
声
を
活
か
す

交
渉
を
進
め
ま
す
。

久
し
ぶ
り
に
青
空
と
な
っ

た
８
月
２
７
日
、
仙
台
地
本

準
備
の
下
、
裏
磐
梯
休
暇
村

キ
ャ
ン
プ
場
に
て
、
関
東
・

新
潟
・
仙
台
か
ら
３
８
名
の

仲
間
が
集
ま
り
、
第
２
回
本

部
キ
ャ
ン
プ
が
開
催
さ
れ
た
。

普
段
見
せ
た
こ
と
の
な
い

料
理
の
腕
前
を
発
揮
し
た
組

合
員
、
軽
ト
ラ
に
キ
ャ
ン
プ

道
具
一
式
を
積
み
込
み
参
加

し
て
く
れ
た
エ
ル
ダ
ー
の
先

輩
。
い
つ
も
の
よ
う
に
飲
み

す
ぎ
○
○
さ
ん
。
食
事
は
各

地
本
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
。

定
番
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
や
豚
汁
、
パ

ス
タ
等
な
ど
。
自
作
の
料
理

を
分
け
合
い
懇
親
を
深
め
た
。

ま
た
、
夜
は
満
天
の
星
を
楽

し
ん
だ
。

第
２
回
本
部
キ
ャ
ン
プ
in
裏
磐
梯
休
暇
村



・
キ
ャ
ン
プ
進
行
役
の
関
根

さ
ん
。
（
仙
台
地
本
）

・
キ
ャ
ン
プ
実
行
委
員
長
の

池
田
さ
ん
。
（
新
潟
地
本
）

（
仙
台
・
通
信
員
よ
り
）

関
東
地
協

第
２
回

定
期
委
員
会

７
月
１
７
日
、
本
部
会
議

室
に
お
い
て
関
東
地
協
第
２

回
定
期
委
員
会
が
開
催
さ
れ

た
。委

員
会
議
長
は
、
大
和
田

義
雄
氏
が
就
任
し
た
。

〈
三
役
〉

・
議

長：

秋
山
順
一

・
副
議
長：

大
和
田
義
雄

・
副
議
長：

佐
藤
久
雄

・
副
議
長：

菊
地
博
英

・
副
議
長：

中
村

明

・
副
議
長：

斎
藤
弘
昭

・
事
務
長：

高
橋
佳
昌

仙
台
地
本

第
５
回

定
期
大
会

７
月
２
３
日
、
仙
台
市

「
ホ
テ
ル
レ
オ
パ
レ
ス
仙
台
」

に
お
い
て
仙
台
地
本
第
５
回

定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

大
会
議
長
は
、
梅
宮
信
一

氏
が
就
任
し
た
。

〈
三
役
〉

・
執
行
委
員
長

：

添
田
寿
男

・
執
行
副
委
員
長：

鈴
木
義
一

・
執
行
副
委
員
長：

斎
藤
勝
彦

・
事
務
局
長

：

栃
窪
吉
則

新
潟
地
本

第
５
回

定
期
大
会

７
月
２
９
日
、
新
潟
市

「
万
代
市
民
ホ
ー
ル
」
に
お

い
て
新
潟
地
本
第
５
回
定
期

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

大
会
議
長
は
、
高
橋
成
彰

氏
が
就
任
し
た
。

〈
三
役
〉

・
執
行
委
員
長

：

神
田
広
栄

・
執
行
副
委
員
長：

斎
藤

修

・
事
務
局
長

：

池
田
庄
一

九
州
北
部
豪
雨
、

自
主
カ
ン
パ
報
告

〈
気
は
心
〉

平
成
２
９
年
７
月
５
日

、

九
州
北
部
（
福
岡
県
・
大
分

県
）
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
に

よ
り
甚
大
な
被
害
を
う
け
た
。

６
年
前
、
東
日
本
大
震
災

で
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
支
援

を
受
け
た
私
た
ち
は
、
少
し

で
も
い
い
か
ら
何
か
恩
返
し

を
し
た
い
と
、
組
合
員
か
ら

声
が
あ
が
っ
た
。

中
央
本
部
大
会
（
７
／
１

０
）
、
関
東
地
協
委
員
会

（
７
／
１
７
）
、
仙
台
地
本

大
会
（
７
／
２
３
）
、
新
潟

地
本
大
会
（
７
／
２
９
）
、

大
会
や
委
員
会
に
参
加
し
た

組
合
員
が
カ
ン
パ
に
協
力
し

今
回
の
災
害
に
つ
い
て
一
日

も
早
い
復
旧
、
復
興
の
思
い

を
明
ら
か
に
し
た
。

本
部
は
、
本
部
の
指
示
と

は
別
に
自
主
的
な
思
い
で
集

ま
っ
た
現
実
を
大
切
に
す
べ

き
で
あ
る
と
の
認
識
で
、
カ

ン
パ
金
を
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
へ

送
る
こ
と
を
決
め
た
。

オ
イ
ス
カ

・
宮
城
県
「
名
取
」

〈
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン

か
ら
６
名
参
加
〉

２
０
１
２
年
か
ら
参
加
し

て
い
る
東
日
本
大
震
災
復
興

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
名
取

市
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）Ｊ

Ｒ
連
合
は
、
７
月
１
～

２
日
、
加
盟
単
組
の
組
合
員

３
０
名
が
植
栽
し
た
ク
ロ
マ

ツ
の
苗
木
を
守
る
た
め
、
雑

草
・
ツ
ル
マ
メ
の
駆
除
を
お

こ
な
っ
た
。

当
日
は
、
高
温
多
湿
で
、

作
業
に
は
大
変
厳
し
い
天
候

で
し
た
。

喉
が
渇
く
、
水
が
飲
み
た

い
。
大
汗
か
い
て
体
は
ベ
ト

ベ
ト
。

仙
台
地
本
が
差
し
入
れ
し

た
、
縦
横
整
列
さ
れ
た
サ
ク

ラ
ン
ボ
が
美
味
し
か
っ
た
と

嬉
し
い
声
も
届
い
て
い
る
。

来
年
は
、
水
を
沢
山
持
っ

て
参
加
し
よ
う
。

Ｊ
Ｒ
北
労
組

・
組
織
拡
大

７
月
１
８
日
付
け
で
Ｊ
Ｒ

北
労
組
函
館
地
区
本
部
は
、

函
館
新
幹
線
総
合
車
両
所
に

お
い
て
、
北
鉄
労
（
Ｊ
Ｒ
総

連
）
か
ら
２
７
才
の
青
年
を

組
織
拡
大
し
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
１
０
万
名

組
織
を
目
指
し
て
い
る
。
Ｊ

Ｒ
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
も
組

織
拡
大
に
向
け
て
頑
張
ろ
う
！
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